
   地域密着型サービス運営推進会議の記録    

 

 

 

会議名称   ：第 105回（通算回数）【令和 5年度 第 5回】運営推進会議 

        ☑定例 □臨時 □その他（                 ） 

事業者名   ：社会福祉法人ふくふく会                      

事業所名   ：グループホームみやび                       

サービス種類 ：認知症対応型共同生活介護 介護予防認知症対応型共同生活介護    

会議開催日時 ：令和 6年 1月 9日（火） 14時 00分 ～ 15時 30分        

会議開催場所 ：みやび 1階 介護者教室                      

 

 

≪運営推進会議出席者≫ 

構 成 区 分 職 種 等 

利用者の家族  

地域住民の代表 民生委員 地域住民 

羽曳野市職員 高年介護課 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

≪事業者出席者≫ 

施設長 

管理者 

計画作成担当者 

 



令和 5年 11月 1日～12月 31日 

１．入居者・短期利用者状況 

・各階の利用者状況【定員 27名】（12月末日の状況） 

 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 平均 □性別 

男性   5 名 

女性  22 名 

□年齢 

73歳～104歳 

平均 88 歳  

2階  4 3 1  1 9 2.0 

3階  1 1  3 2 2 9 3.3 

4階   1 2 5 1   9 2.7 

計  6 6 9 3 3 27 2.7 

・認知症高齢者の日常生活自立度 

 ～Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ M 計 Ⅲ以上 

2階     5  4     9 9 

3階 1      1 4 1 2  9 8 

4階 1 1  1 2 4     9 6 

計 2 1 1 8 12 1 2 27 23 

・入居、退居状況 

入居 11月 94歳女性（4F） 

退居 11月 92歳女性（4F） 

・短期利用 

なし 

・入院状況 

・11月 11日～12月 10日   96歳男性 （3F）左大腿骨転子部骨折  ・・ 島田病院 

・11月 16日～12月 12日  85歳女性  （3F）右大腿骨転子部骨折 ・・ 城山病院 

  

２．活動状況報告 

・医療関係 

【定期診療】 

ヤスダクリニック(2回往診/月) 上野山歯科医院(1回往診/月・1回口腔ケア指導/月) 

城山病院(1回受診/3ヶ月) きのうクリニック（2回往診/月）こにし眼科（1回受診/３ヶ月） 

丹比荘病院（１回受診/月）近大病院（1回受診/6ヶ月） 

【不定期診療】 

11 月：城山病院（術後経過、右大腿骨転子部骨折、結腸憩室炎）ヤスダクリニック（誤嚥性肺炎）

島田病院（左大腿骨転子部骨折）きのした整形外科（右大腿骨転子部骨折） 

上野山歯科（歯石除去） 

12 月：きのした整形外科（胸椎・腰椎圧迫骨折）上野山歯科（虫歯）島田病院（術後経過） 

＜みやび＞ ヤスダクリニック院長が 11 月に退職され、12 月より新しい院長へ代わられています。 

 

・行事等活動報告 

【全体行事】 

11 月 22 日： グループホーム合同外出 入居者 4 名参加 

11 月 26 日： かふぇみやび 地域住民 5 名参加 

【クラブ活動】 

11 月：運動（22 名） 

12 月：音楽（26 名） 

【ボランティア受け入れ】 

11 月：傾聴ボランティア（楽花生）5 名 



12 月：傾聴ボランティア（楽花生）7 名 

  

【フロア行事】 

なごみ村 外出場所 食事 人数 

11 月 1 日 道の駅太子  9 

11 月 22 日 大泉緑地（グループホーム合同） 昼食 1 

11 月 27 日 羽曳野市立健康ふれあいの郷グランドゴルフ場  1 

11 月 29 日 道の駅かなん  2 

11 月フロア行事 誕生日会、秋の運動会 

12 月 20 日 藤井寺イオン  1 

12 月フロア行事 クリスマス会、誕生日会 

しあわせ村 外出場所 食事 人数 

11 月 7 日 羽曳野ドライブ（ドン・キホーテ）  2 

11 月 8 日 辛国神社  2 

11 月 14 日 松原ハンズマン  2 

11 月 22 日 大泉緑地（グループホーム合同） 昼食 2 

11 月 23 日 道明寺天満宮  2 

11 月 25 日 壷井八幡宮  2 

12 月 4 日 松原イオンモール  2 

12 月 8 日 藤井寺イオン  2 

12 月 22 日 道明寺天満宮  2 

12 月 26 日 誉田八幡宮  2 

12 月フロア行事 クリスマス会、誕生日会 

ほのぼの村 外出場所 食事 人数 

11 月 4 日 大津神社 おやつ 9 

11 月 6 日 奈良方面ドライブ  9 

11 月 8 日 奈良方面ドライブ  6 

11 月 22 日 大泉緑地（グループホーム合同） 昼食 1 

11 月 28 日 葛城山麓公園 おやつ 9 

11 月フロア行事 新入居者歓迎会 

12 月 2 日 道の駅太子  6 

12 月 4 日 二上パーク當麻 おやつ 9 

12 月 26 日 シュラホール おやつ 9 

12 月フロア行事 誕生日会 クリスマス会 

 

 

 



・ひやりハット等 ※原因が特定されない痣、内出血、傷、表皮剥離等をボディーチェックとして報告 

フロア 月 ひやりハット エコ 急変報告 ボディーチェック 

なごみ村 11 月 55 件 10 件 なし 2 人・2 件 

12 月 56 件 18 件 なし 1 人・1 件 

しあわせ村 11 月 59 件 12 件 なし 1 人・2 件 

12 月 29 件 13 件 なし 4 人・8 件（剥離３） 

ほのぼの村 11 月 20 件 6 件 なし なし 

12 月 23 件 12 件 なし なし 

 

・事故報告 

フロア 月 種別・件数 

なごみ村 
11月 転倒 4件、異食 1件 

12月 転倒 5 件 

しあわせ村 
11月 転倒 4件、転落 1件 

12月 転倒 1件 

ほのぼの村 
11月 欠薬 1件 

12 月 誤薬 1 件、転倒 1 件 

※会議内で、事故の詳細と対応策を報告させていただいています。 

 

＜みやび＞ 前回と同じく転倒や薬関係の事故がみられています。避けられない事故もありましたが、

優先順位を間違ったものや、職員の情報不足やミスが原因でおこってしまったものもあるので、対策

を見直し再発防止に取り組んでいきます。また、前回と同じ内容になりますが、転倒のリスクがあっ

ても、本人の意思や能力がある方に対しては、出来るだけ歩いて頂けるように取り組んでいます。 

この事に関してどう思われますか。 

＜意見＞ ずっとつきっきりで対応する事はできないし、事故は家にいてもおこります。 

家族としては、事故がおこった後の対応をしっかりしてくれれば安心できます。 

＜意見＞ 生活していれば、リスクはつきまといます。行動規制した場合、認知症の進行や手足が動

きにくくなるなどの支障をきたす事につながるので、私としては自分で動ける生活を望みます。また、

家で転倒してけがをしても、独居の場合、すぐに対応できない事を考えると、施設にいれば職員の方

が対応してくれるので安心です。 

＜みやび＞ 貴重なご意見ありがとうございます。今後も、いただいたご意見を参考にして、 

取り組んでまいります。 

 

・研 修 

【ＯＪＴ・内部研修】  

11月 8日  ・ハラスメントについて               なごみ村    4名参加 

11月 20日 ・防災訓練（毎月実施）各フロア台所より夜間出火想定での初期動作訓練     8 名参加 

12月 12日 ・ハラスメントについて              しあわせ村     5名参加 

12月 14日  ・ハラスメントについて              ほのぼの村     5名参加 

12月 17日 ・感染症、食中毒について              なごみ村     4名参加 

12月 18日 ・みやび全体防災訓練 夜間帯 ほのぼの村台所より出火想定 

・感染症（新型コロナウイルス）及び非常災害時の対応に関する研修 

・感染症（新型コロナウイルス）及び非常災害時の対応に関する訓練           8 名参加 

【研修等受け入れ】 



なし 

 

・地域交流等   

【介護事業者連絡協議会・グループホーム部会】  

11月 24日 グループホーム部会 会議 

・運営指導内容について ・BCP 作成 ・感染、災害時訓練方法について 

・集団指導アンケートについて ・第９回高年者いきいき計画策定について 

12 月 21 日 「オレンジランプ」上映会、講演会 

 

・苦情、要望 

・なし 

 

・その他 

【職員入退職・異動状況】  

なし 

【介護相談員】 

11月 13日 2名訪問 

12月 11日 2名訪問 

＜みやび＞ 認知症が進み、最近では身の回りの事が出来なくなったり、わからなくなる頻度が増え、

職員の言っている事も理解できなくなっている入居者の方がいます。ただ、頻度は少なくなったもの

の、まだ出来る時や理解される事もあります。職員としては、その能力をなくさないように、色々試

行錯誤しながら対応しているのですが、ご本人、理解難しいため嫌がられる事もあり、先日対応中に

職員が怪我をするという事がありました。また、毎晩失禁などの対応で、部屋に長時間入り込んでし

まう事もあるので、その間、他の方への見守りができなくなるなどの問題も出てきている為、本氏の

出来る能力は落ちる（もしくはなくなる）かもしれないが、必要な時の対応ではなく、本氏の調子の

良い時に対応（事後対応）する方向へ変えた方が良いか、悩んでいます（私たち、介護職員の手で 

出来る能力を奪ってしまう、寒い中失禁しているのはわかっているが、嫌がられるので、いけるタイ

ミングまで待つことで、風邪などをひかないか、不快な思いをさせてしまわないか、放置（ネグレク

ト）につながらないなど）。何かアドバイスをいただければお願いします。 

＜意見＞ トイレでの対応が難しいのであれば、オムツ対応をしてみてはどうでしょうか。 

もしかしたら、そのほうがご本人にとって、理解できないままトイレ誘導や衣類交換されるよりも 

生活の質はあがるかもしれません。 

＜みやび＞ 現在もリハビリパンツで対応していますが、紙おむつの使用も検討してみます。 

＜意見＞ 職員の方が何とかしようと懸命になれば余裕がなくなり、その事が相手にも伝わり不安に

なると思いますので、余裕が持てる対応ができるように考えてみては。 

＜みやび＞ 入居者の方の事だけでなく職員の事も考える事が、良い結果につながる事もありますの

で、今回いただいたご意見を参考に考えていきたいと思います。貴重な意見ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

次回開催予定  令和 6年  3月 12日（火）14:00～15:30 開催予定 


